
　

カ
メ
ム
シ
と
い
え
ば
、
昔
か
ら
悪
臭
を
放
つ
「
く
さ
い
虫
」
と
さ
れ
、
嫌
わ
れ
者
の
害
虫
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
カ
メ
ム
シ
が
、
昨
今
の
温
暖
化
の
影
響
で
大
量
発
生
！ 

原
因
は
、
好
物
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

の
球
果
の
豊
作
に
よ
る
繁
殖
力
ア
ッ
プ
や
、
暖
冬
で
越
冬
す
る
世
代
数
の
増
加
と
い
わ
れ
、
全
国
各
地
で
農
作
物

に
大
き
な
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
稲
作
の
被
害
は
深
刻
で
、
２
０
２
３
年
度

産
米
の
被
害
額
は
約
33
億
円
、「
令
和
の
米
騒
動
」
の
一
因
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
「
カ
メ
ム
シ
」
と
ひ
と
口
に
言
っ
て
も
、
そ
の
種
類
は
日
本
だ
け
で
１
２
５
０
種
余
り
。
田
ん
ぼ
の
イ
ネ

カ
メ
ム
シ
や
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
、
ア
カ
ヒ
ゲ
ホ
ソ
ミ
ド
リ
カ
ス
ミ
カ
メ
に
代
表
さ
れ
る
〈
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
〉
を
は
じ
め
、
果
樹
園
に
飛
来
す
る
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、
ツ
ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、
ク
サ
ギ
カ
メ
ム

シ
と
い
っ
た
〈
果
樹
カ
メ
ム
シ
類
〉
な
ど
、
作
物
の
汁
を
吸
っ
て
被
害
を
与
え
る
「
害
虫
0

0

カ
メ
ム
シ
」
だ
け
で
な

く
、
タ
バ
コ
カ
ス
ミ
カ
メ
の
よ
う
に
、
ピ
ー
マ
ン
の
害
虫
と
な
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
を
食
べ
て
く
れ
る
「
天
敵
0

0

カ
メ
ム

シ
」
も
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
カ
メ
ム
シ
の
暮
ら
し
ぶ
り
（
生
態
・
生
活
史
）
の
多
く
は
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た

が
、
近
年
の
研
究
で
少
し
ず
つ
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
イ
ネ
カ
メ
ム
シ
は
イ
ネ
の
出
穂
ま
で
越

冬
場
所
に
待
機
し
て
い
る
こ
と
や
、
イ
ネ
だ
け
で
な
く
、
メ
ヒ
シ
バ
な
ど
一
部
の
イ
ネ
科
雑
草
も
好
む
こ
と
な
ど
、

対
象
と
な
る
カ
メ
ム
シ
の
素
顔
や
暮
ら
し
ぶ
り
が
わ
か
れ
ば
、
上
手
な
防
ぎ
方
・
活
か
し
方
も
見
え
て
き
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
浸
透
性
・
持
続
性
に
優
れ
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
殺
虫
剤
が
、
カ
メ
ム
シ
の
防
除
に
高
い
効
果

を
持
つ
こ
と
か
ら
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
赤
ト
ン
ボ
な
ど
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
お
り
、
環
境
や
生
物
多
様
性
に
配
慮
し
た
脱
ネ
オ
ニ
コ
の
動
き
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
雑
誌
『
現
代
農
業
』
に
掲
載
し
た
カ
メ
ム
シ
に
関
す
る
記
事
を
再
編
集
し
、
現
場
で
役
立
つ
一
冊
に

ま
と
め
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
カ
メ
ム
シ
対
策
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

２
０
２
６
年
４
月

�

農
山
漁
村
文
化
協
会 

編
集
局

は
じ
め
に
―
―
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
カ
メ
ム
シ
の
生
態
・
生
活
史

タバコカスミカメの幼虫
（赤松富仁撮影）
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第１章　ここまでわかった！　カメムシの暮らしぶり

身近なカメムシ	 13種の自己紹介
カメムシは、ほとんどの種類が植物の汁を吸って暮らしているから、
生活の場所は植物であり、農作物が栽培されている田んぼや畑は絶好の棲みかだ。
そのカメムシにも農家の敵になるもの、味方になるもの、派手なの、地味なの、
角ばっている、丸い……世界には何千、何万もの仲間がいるという。
日本の田畑でよく見かける 13 種のカメムシたちに、まずは自己紹介をしてもらおう。

⇒68ペー
ジ

⇒4ページ
、57ページ

⇒73ページ

ミナミアオ
カメムシ

ミナミアオ
カメムシ

え
っ
へ
ん

ブチヒゲカ
メムシ

ブチヒゲカ
メムシ

ホオズキカ
メムシ

ホオズキカ
メムシ

斑点米が発生して品質低下。
不稔で減収。

こんな被害

田んぼ
返り咲いたぞ

イネカメム
シ

イネカメム
シ

アカスジカ
スミカメ

アカスジカ
スミカメ 西の

横綱クモヘリカ
メムシ

クモヘリカ
メムシ

東の
横綱

アカヒゲホ
ソミドリカ

スミカメ

アカヒゲホ
ソミドリカ

スミカメ

ザ・カメムシといったら、やっぱりオレっしょ。ト
マトやナス、オクラなんかにイタズラするけど、な
にも好き好んでやってるわけじゃねーのよ。まず
は、大好物のイネやダイズで腹ごしらえして繁殖。
穀物が人間に収穫されちまうから、仕方なく野菜
畑へ行くんだ。オレと見た目も性格もそっくりなア
オクサカメムシってヤツもいるぞ。

名前の通り、ホオズキが好きですが、
ナスやピーマンもいけます。あと、
アサガオも。

地 域 を 問 わず、
イネ科やマメ科、
ゴマ科など多くの植物に寄生します
が、ミナミアオさんほどは増えませ
ん。控えめなんです。

ワシはな、斑点米カメムシのなかで
もかなりの古株なんじゃ。一時は衰
えたものの、最近ようやく盛り返し
てきた。落ち葉の下などで越冬した
ら、雑草なんぞ見向きもせずに、田
んぼめがけて一目散。そこが他の者
と違うところよ。夜行性なもんで、
夕方から夜に米の汁を吸う。特にモ
ミの付け根の部分が好みじゃなー。

自分はイネもイネ科雑草
も、どっちもいけるっす。
皆さんと比べると出足が
遅く、動き出すのが 6 月
頃なんすよ。

オイラたち、ホントはイネよりイネ科雑草
のほうが好きなんだ。メヒシバとか、イタ
リアンライグラスとか、イヌホタルイとか。
田んぼは後回し。

⇒36ページ
、46ページ

⇒5ページ
、8ページ

、23ページ
、35ページ

害虫害虫
カメムシ

茎や葉が萎れる。果実が凹
んだり、スポンジ状になっ
たりする。

こんな被害

野菜畑
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第１章　ここまでわかった！　カメムシの暮らしぶり

イネカメムシの1年
イネの葉についたイネカメムシ
の卵の抜け殻と幼虫（写真提供
＝オリザネット）

春
イネの出穂をじっと待つ

他の斑点米カメムシが雑草地
へ向かうなか、越冬場所でイ
ネの出穂を待つ

卵から生まれた子ども（第1世代）が成虫になり、新たに
出穂したイネに移動する。作期分散により出穂期を迎える
水田が地域内で連続的に出現するようになったことが、イ
ネカメムシ増加の原因の一つといわれる

夏
脇目も振らず、田んぼへGO!

子どもが次の田んぼへ

晩秋
越冬地へ、
お疲れさまでした

イネの出穂とともに越冬場所を離れ
る。イネが大好きなので、アゼをすっ
飛ばして水田に飛び込む

＊�ときどき出穂前の水田で発見される
こともあるが、理由はまだ不明

寒くなりエサがなく
なったら、越冬地へ
移動。適度に暖かく
湿度があれば、いろ
いろなところで越冬
できる

孫が生まれることも
天候や地域によっては移動し
た先の田んぼで産卵し、孫（第
2世代）が生まれる

好物で力をつけて、交尾・産卵

イネを吸汁して交尾し、
葉に産卵する

アカスジ
カスミカメ

アカヒゲホソ
ミドリカスミカメ

イネカメムシ

越冬世代

第 1 世代

第 2 世代

まだ行かないの～？

うっひょ～ご馳走～！

ふ
ぅ
ー

行
っ
て
き
ま
ー
す

しっかり大きくなれよー

孫でーす

Z

Z

Z
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第２章　害虫カメムシの上手な防ぎ方―――田んぼ編

雑草に集まるイネカメムシ。他にミナミアオカメムシ、小型のカスミ
カメ類なども多い。発生源をなくすため、畦畔、堤防、道路脇の草
刈りを徹底している

圃場のカエル。オタマジャクシを育てるため、圃場の中に深さ10㎝ほ
どの溝を切って落水時の逃げ場をつくったり（直播圃場）、移植後の
露地苗代を水たまりのまま維持したりしている（倉持正実撮影）

最低限の防除で
抑えるコツ

切
り
札
「
お
と
り
イ
ネ
」に

集
め
て
一
網
打
尽

愛
知
県
西
尾
市
●
尾
崎
大
作

　

カ
メ
ム
シ
に
よ
る
斑
点
米
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
当
地
で
も
私
が
就
農
し
た
当

時
か
ら
、
無
人
ヘ
リ
で
防
除
し
、
色
彩
選
別

機
で
選
別
し
て
、
よ
う
や
く
お
米
が
売
り
物

に
な
る
…
…
そ
ん
な
状
況
で
し
た
。
こ
ん
な

に
大
変
な
こ
と
な
の
か
？ 

何
か
が
お
か
し

い
？
と
、
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

カ
エ
ル
や
ト
ン
ボ
を
活
か
す

　

２
０
１
２
年
に
ミ
ニ
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を

建
設
。
２
年
後
に
法
人
化
し
た
の
を
機
に

差
別
化
で
き
る
こ
だ
わ
り
の
お
米
を
販
売
し

よ
う
と
考
え
、
特
別
栽
培
米
に
取
り
組
み
始

め
ま
し
た
。
殺
虫
剤
を
使
わ
な
い
米
づ
く
り

へ
の
挑
戦
で
す
。
米
の
検
査
基
準
は
き
び
し

く
、
斑
点
米
な
ど
の
着
色
粒
が
０
・
７
％
以

上
あ
る
と
規
格
外
に
な
り
ま
す
。
何
と
し
て

も
、
上
位
等
級
で
販
売
し
な
け
れ
ば
…
…
と
、

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。

　

以
下
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
戦
略
で
す
。

▼
①
中
干
し
を
遅
ら
せ
る

　

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
を
大
量
に
カ
エ
ル
に
孵

し
、
カ
メ
ム
シ
を
食
べ
て
も
ら
い
ま
す
。
６

月
中
下
旬
の
中
干
し
を
７
月
ま
で
遅
ら
せ
、

水
管
理
を
徹
底
し
た
だ
け
で
、
ア
ゼ
で
は
信

じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
た
く
さ
ん
の
カ
エ
ル
が

跳
び
は
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
彼
ら
は

生
き
る
た
め
に
、
カ
メ
ム
シ
だ
ろ
う
が
何
だ

ろ
う
が
食
べ
て
く
れ
ま
す
。

▼
②
出
穂
２
週
間
前
の
草
刈
り

　

愚
直
に
実
行
し
て
、
害
虫
の
発
生
源
を
絶

ち
ま
す
。
雑
草
の
丈
が
長
く
、
高
い
位
置
に

虫
が
い
る
と
、
カ
エ
ル
が
捕
食
し
づ
ら
く
な

り
ま
す
。
刈
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
虫
が
一

気
に
カ
エ
ル
の
餌
食
に
な
り
ま
す
。

▼
③
箱
施
用
剤
を
使
わ
な
い

　

調
べ
た
と
こ
ろ
、
箱
施
用
剤
で
フ
ィ
プ
ロ

ニ
ル
（
プ
リ
ン
ス
）
な
ど
を
使
う
と
ア
キ
ア

カ
ネ
の
卵
が
孵
化
し
な
い
、
と
の
こ
と
（『
現

代
農
業
』
２
０
１
２
年
６
月
号
）。
私
に
真

偽
の
ほ
ど
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
ク
モ
や
ト

ン
ボ
な
ど
天
敵
の
こ
と
を
考
え
、
箱
施
用
剤

は
ほ
と
ん
ど
使
用
せ
ず
、
他
の
方
法
で
補
っ

て
い
ま
す
（
今
年
は
ウ
ン
カ
対
策
で
一
部
の

晩
生
品
種
の
み
使
用
）。

極
早
生
品
種
に 

カ
メ
ム
シ
を
集
め
る

　

農
薬
に
頼
ら
な
い
こ
と
は
そ
ん
な
に
甘
く

な
い
と
考
え
て
い
た
私
は
、
以
上
の
対
策
に

加
え
、
切
り
札
と
し
て
④
「
お
と
り
イ
ネ
」

を
忍
ば
せ
ま
し
た
。
お
と
り
の
田
ん
ぼ
を
つ

く
っ
て
カ
メ
ム
シ
を
誘
引
し
、
そ
こ
だ
け
防

除
す
る
と
い
う
考
え
で
す
。

　

イ
ネ
カ
メ
ム
シ
な
ど
は
、
最
も
早
く
出
穂

す
る
イ
ネ
に
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、

ま
ず
は
エ
リ
ア
を
い
く
つ
か
に
分
け
、
エ
リ

ア
ご
と
に
カ
メ
ム
シ
を
誘
引
す
る
田
ん
ぼ
を

筆者。咲こう農場㈱代表。
イネは約45haで、うち20ha
ほどが特別栽培や有機栽培
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